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前期実績 当期計画 当期実績 前年増減額 計画増減額

受注高 36,032 36,500 32,699 ▲3,333
（▲9.3％）

▲3,801
（▲10.4％）

手持高 50,744 53,200 48,325 ▲2,419
（▲4.8％）

▲4,875
（▲9.2％）

売上高 27,333 34,000 34,775 +7,442
（+27.2％）

+775
（+2.3％）

売上総利益 3,645 4,000 4,471 +826
（+22.7％）

+471
（+11.8％）

営業利益 1,386 1,750 2,158 +772
（+55.7％）

+408
（+23.3％）

経常利益 1,415 1,700 2,097 +682
（+48.2％）

+397
（+23.4％）

親会社株主に帰属
する当期純利益

741 1,050 1,348 +607
（+81.9％）

+298
（+28.4％）

１株当たり当期純
利益(円) 18.94 26.72 34.45 +15.51 +7.73
ＲＯＥ（％） 12.8 20.0 20.9 +8.1 +0.9

百万円

2020年3月期は、売上高、親会社株主に帰属する当期純利益については過去最高を、
売上総利益、営業利益及び経常利益については、上場来最高益を記録しました

主要数値の実績
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※売上高は2年連続の増収、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は２年ぶりの増益となりました。



●売上高の増加（対前年同期比+7,442百万円）
当期の売上高につきましては、建設事業で前年同期比6,306百万円増加の30,953百万円

となりました。中でもNEXCO及びJRTT発注工事の進捗が進み、NEXCO発注工事の売上高
は前年同期比6,291百万円増の8,366百万円、JRTT発注工事の売上高は、前年同期比
2,686百万円増の6,902百万円となりました。

今期決算のトピックス
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●当期純利益の増加（対前年同期比+607百万円）
親会社に帰属する当期純利益は対前年同期比607百万円増加の1,348百万円となりました。
これは、NEXCO及びJRTT発注工事の進捗が進み売上高が増加したこと及び民間受注工事

（下請工事）の採算性の良い一部工事の進捗が進んだ事によるものであります。 NEXCO発
注工事の粗利益では、前年同期比597百万円増加の713百万円、 民間受注工事の粗利益では、
前年同期比249百万円増加の1,026百万円、 JRTT発注工事の粗利益では、前年同期比199
百万円増加の542百万円となりました。

●受注高の減少（対前年同期比▲3,333百万円）
当期の受注高につきましては、建設事業で中国自動車道の床版取替工事、阪神高速道路の

ＰＣ桁等大規模修繕工事等の大型物件の受注等はあったものの、期内契約予定の大型物件の
価格決定が次期にずれ込み、前年同期比3,333百万円減の32,699百万円となりました。



次期の業績予想及び配当

2020.3期 2021.3期
予想 増減額 増減率

％
売上高 34,775 36,000 +1,225 +3.5%
売上総利益 4,471 4,650 +179 +4.0%
営業利益 2,158 2,250 +92 +4.2%
経常利益 2,097 2,150 +53 +2.5%
親会社株主に帰属する当期純利益 1,348 1,400 +52 +3.8%
1株当たり当期純利益（円） 34.45 35.76 +1.31 +3.8%

百万円

2020.3期 前期比 2021.3期
予定 前期比

1株当たり年間配当金 9円
（中間4円） +2円 10円

（中間5円） +1円

連結配当性向 26.1％ ▲10.9％ 28.0％ +1.9％
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過去最高の売上高および当期純利益により５年連続増配を予定しています

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により現在の発注量は一時的に減少していますが、年間発注量は予定通りとなる見込みです。
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※年度別発注総額は、一般社団法人プレストレスト・コンクリート建設業協会の調べによる統計値です

※H17年度の受注高には興和コンクリート㈱の全株式をを取得したことに伴い、興和コンクリート㈱の繰越高56億円が含まれております。

※H19年度の受注高には東日本コンクリート㈱の全株式をを取得したことに伴い、東日本コンクリート㈱の繰越高54億円が含まれております。

システム・不動産賃貸事業

製品販売事業

補修その他（建設事業）

橋梁（建設事業）

発注総額

※年度別発注総額

（億円）

※253.2

※310.8 314.6

374.5

360.3

326.9

年度別セグメント別受注実績・年度別発注額推移比較
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当期の主な受注工事
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工事名称 契約先 セグメント

中国自動車道（特定更新等）赤山橋他４橋床版取替工事 西日本高速道路㈱中国支社 建設事業

ＰＣ桁等大規模修繕工事（２０１９－３－松） 阪神高速道路株式会社㈱ 建設事業

関門自動車道（特定更新等）本町高架橋（上り線）床版取替工事 西日本高速道路㈱九州支社 建設事業

能越道 洲衛高架橋（下り）上部工事 北陸地方整備局 建設事業

相鉄・東急直通線、ＰＣまくらぎ調達 鉄道建設運輸機構 東京支社 製品

国道４５号 浪板大橋上部工工事 東北地方整備局 建設事業

名神高速道路 小牧橋他５橋下部工耐震補強工事（平成29年度） 大日本土木㈱ 建設事業

令和元年度県債社道復興１２－２３－002号 （仮）風越３号橋
上部工工事 宮城県 建設事業

宮沢根白石線（南鍛冶町工区）橋梁上部工工事その５ 仙台市 建設事業

令和元年度県債復道１－２６－006号 （仮）雄勝２号橋上部工
工事（その１） 宮城県 建設事業

北陸新幹線、福井開発高架橋の内PCaスラブ版製作工事 日本カイザー㈱ 製品

佐波川睦美橋ＰＣ上部工事 中国地方整備局 建設事業

令和元年度県債復道１－７－005号 飯子浜橋梁上部工工事 宮城県 建設事業
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セグメント別情報

21,558 20,031 
24,647 

30,953 

2017.3期 2018.3期 2019.3期 2020.3期

売上高(累計） （単位：百万円）

（単位：百万円）

建設事業

売上高 309億53百万円（対前期比25.6％増）

 手持工事の進捗率向上
 追加・変更工事による増額契約

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 年間

2019.3
期 ▲4.5％ ▲4.8％ +58.2％ +43.7％ +23.0％

2020.3
期 +29.7％ +28.1％ +56.1％ ▲2.0％ +25.6％

売上高 対前年同期増減

4,469 4,894 

6,741 

8,542 

5,795 
6,267 

10,519 

8,369 

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

売上高(四半期別）

2019.3期

2020.3期
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セグメント別情報

（単位：百万円）

424 
305 

856 
977 

436 
595 

1,052 
951 

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

セグメント利益(四半期別）

2019.3期

2020.3期

（単位：百万円）

建設事業

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 年間

2019.3
期 ▲14.9％ ▲54.7％ +47.8％ +35.3％ +3.6％

2020.3
期 +2.8％ +94.6％ +22.9％ ▲2.6％ +18.4％

セグメント利益 対前年同期増減

1,984 
2,475 2,563 

3,035 

2017.3期 2018.3期 2019.3期 2020.3期

セグメント利益(累計）

 粗利益の増加
 不採算工事の減少

利益 30億35百万円（対前期比18.4％増）
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セグメント別情報

2,563

3,035

2019.3期 2020.3期

セグメント利益増減（前年同期差） （単位：百万円）

建設事業

売上総利益 +587

粗利増

+717

+25
+18工場原価差益増

倉庫原価差益増

▲115
販管費増▲173

工事損失・補
償引当金等増
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百万円

連結貸借対照表

受取手形・完成工事未収入金等+3,981
商品及び製品 +638
未収入金 +179
未成工事支出金 ▲1,729

建物・構築物 +757
機械、運搬具及び工具器具備品 +246
建設仮勘定 ▲259
減価償却費 ▲309

流動資産
17,703

固定資産
5,314

流動資産
20,784

固定資産
5,614

26,398

23,017

百万円
資産の部 負債・純資産の部

+300

+3,081

+3,381

2019.3期 2020.3期

短期借入金 +1,400
支払手形・工事未払金等 +1,050
電子記録債務 +142
未成工事受入金 ▲2,116

当期純利益 +1,348
自己株式 ▲365
株主配当 ▲314

流動負債
14,608

純資産
6,261

純資産
6,871

流動負債
15,353

固定負債
4,173固定負債

2,147

長期借入金 +2,000

26,398
+3,381

23,017

2019.3期 2020.3期

+745

+2,026

+610
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百万円

連結キャッシュ・フロー

2,232 

▲ 2,015

▲ 630

2,725

2,312 

現金等
期首残高

現金等
期末残高

営業ＣＦ
投資ＣＦ

財務ＣＦ

売上債権 ▲3,980
未成工事受入金 ▲2,115
税金等調整前利益 ＋2,097
未成工事支出金 ＋1,728

有形固定資産 ▲780
定期預金 ＋160

長期借入金 ＋2,025
短期借入金 ＋1,400
自己株式取得 ▲383
配当 ▲313

2019.3.31 2020.3.31

獲
得

使
用



【参考】発注先別受注高、売上高、手持高（建設事業）

2020.3期 期首手持高 当期受注高 当期売上高 粗利益※ 粗利率 ％ 期末手持高

国交省 2,348 4,321 3,552 538 15.1 3,117
その他官公庁 8,040 8,635 7,119 1,523 21.4 9,556
ＮＥＸＣＯ 24,431 6,220 8,366 713 8.5 22,285
ＪＲＴＴ 10,189 2,611 6,902 542 7.9 5,898
民間 3,506 5,100 5,014 1,026 20.5 3,592

計 48,514 26,887 30,953 4,341 14.0 44,448

百万円

※粗利益には、過年度原価、工場、倉庫及び工事内勤者の共通原価は含めておりません。
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2019.3期 期首手持高 当期受注高 当期売上高 粗利益※ 粗利率 ％ 期末手持高

国交省 3,792 2,362 3,806 613 16.1 2,348
その他官公庁 10,421 7,160 9,541 1,775 18.6 8,040
ＮＥＸＣＯ 11,172 15,334 2,075 116 5.6 24,431
ＪＲＴＴ 11,704 2,701 4,216 343 8.1 10,189
民間 3,840 4,675 5,009 777 15.5 3,506

計 40,929 32,232 24,647 3,624 14.7 48,514

NEXCO、JＲＴＴの売上が大幅に増加したことにより売上高対前期比25.6％増、粗利益対前期比19.8％増
期首手持高48,514百万円は過去最高額
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